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【学歴】

1972年 3月　熊本県立熊本高校卒業

1976年 3月　東京女子大学文理学部社会学科卒業

1981年 4月　東京大学大学院教育学研究科入学

1987年 9月　東京大学大学院教育学研究科博士課程単位取得満期退学

学位（博士課程）

【職歴】

1977年 4月　川越市立福原中学校教諭　（1979年 3月まで）

1986年 4月　日本学術振興会特別研究員　（1987年 9月まで）

1987年10月　福岡教育大学　講師・1990年10月　助教授・2002年 4月　教授

2008年 4月　早稲田大学教育・総合科学学術院　教授

その他：

福岡教育大学名誉教授・放送大学客員教員

非常勤講師：西南学院大学・福岡大学大学院人文科学研究科・九州大学大学院・滋賀大学大学院

教育学研究科・北海道教育大学教育大学大学院・大阪大学大学院人間科学研究科・東京大学大学

院教育学研究科など

【研究業績】

1．著書

（1）編著

1999『教師の現在・教職の未来』教育出版

2007『転換期の教師』NHK出版

2008『教師という仕事』日本図書センター

2015『現代日本の教師　―仕事と役割―』NHK出版

2021『教育と社会』学文社

（2）分担執筆

1985『教育調査法』有斐閣

1988『教員文化の社会学的研究』多賀出版

1991『学校改善と教職の未来』教育開発研究所
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1993『学校文化の社会学』福村出版

1994『日本の教員文化』多賀出版

1994『逆風の中の教師たち』東洋館出版社

1997『教職「大変な時代」』教育開発研究所

1997『質的研究法による授業研究』北大路出版

2003『学校臨床社会学―「教育問題」をどう考えるか―』NHK出版

2009『最新教育原理』勁草書房

2009『教員評価の社会学』岩波書店

2011『＜教育＞を社会学する』学文社

2012『新しい時代の教育社会学』ミネルヴァ

2015『日本の教育改革』放送大学教育振興会

2016『学びの専門家としての教師』岩波書店

2017『どうなる日本の教員養成』学文社

2018『教師のメソドロジー』北樹出版

2018　“Japanese Education in Global Age”　Springer

2020『教職員の多忙化と教育行政』福村出版

2021『教師の学習と成長』ミネルヴァ

2023『みんなでつくるインクルーシブ教育』アドバンテージサーバ―

2023『教育学年報 14　公教育を問い直す』世織書房

2023『専門職として成長し続ける教師になるために』人言洞

2023　  “Policy, Teacher Education, and Covid-19: An International “Crisis” in Four Settings”  

The Palgrave Handbook of Teacher Education Research, Palgrave macmillan

（3）事典・年鑑

2016　  日本労働年鑑　第 86集　「教育労働者の労働問題―日本の公立学校教員を対象として」大原

社会問題研究所（単著）

2017　教師教育研究ハンドブック　教師教育学会・学文社（分担執筆）

2018　教育社会学事典　丸善（編著）
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（単）1990，「 教員集団に関する社会学的考察」福岡教育大学紀要　第 39号　第 4分冊，pp. 145～155

（単）1991，「 現代教師の Privatization」福岡教育大学紀要　第 40号　第 4分冊，pp. 175～191

（単）1992，「 現代教師の Privatization （2）」福岡教育大学紀要　第 41号　第 4分冊，pp. 219～233

（単）1993，「 養護教諭の教職生活」福岡教育大学紀要　第 42号　第 4分冊，pp. 215～233

（単）1994，「 現代教師の Privatization （3）」福岡教育大学紀要　第 43号　第 4分冊，pp. 197～211
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（単）1994，「 事実の客観的認識ということについて―教育社会学からみた学校経営研究の問題」，

学校経営研究　第 19巻，pp. 23～28

（単）1995，「 教師の多忙化に関する一考察」福岡教育大学紀要　第 44号　第 4分冊，pp. 197～210

（単）1995，「 教員養成系大学と教員キャリア」日本労働研究機構　No. 64，pp. 186～219

（共）1995，「 教師の仕事と教師文化に関するエスノグラフィ的研究―その研究枠組みと若干の実証

的考察」東京大学大学院教育学研究科紀要（35），pp. 29～66

（単）1996，「 “いじめ”問題に関する一考察―関係性の病理　表現行為と他者理解」福岡教育大学紀

要　第 45号　第 4分冊，pp. 199～205
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（単）1999，「 現代青年の価値意識（1）―将来展望と自己認知―」福岡教育大学紀要　第 48号　第

4分冊，pp. 111～123

（単）2000，「 中学校における教師と生徒」福岡教育大学紀要　第 49号　第 4分冊，pp. 115～123

（単）2001，「 学校の組織化と教師」福岡教育大学紀要　第 50号　第 4分冊，pp. 91～101

（共）2002，「 ジェンダーの視点から見た教師の仕事」福岡教育大学紀要　第 51号　第 4分冊，

pp. 79～89

（単）2002，「 教職の理解に向けて―中村圭介・岡田万里子著『教育行政と労使関係』を読む―」社

会科学研究　第 53巻　1号，pp. 203～211

（単）2004，「 現代青年の生活意識―『若者の変質』を考える」福岡教育大学紀要　第 53号　第 4分冊，

pp. 101～112

（単）2005，「 学校における VOMPの可能性―アメリカにおける修復的司法の試み―」福岡教育大

学紀要　第 54号　第 4分冊，pp. 29～40

（共）2005，「 養護教諭の生活と意識（2）― 15年の変容をたどる―」福岡教育大学紀要　第 53号　第

4分冊，pp. 41～56

（共）2006，「 中高一貫教育の現状と課題」福岡教育大学紀要　第 55号　第 4分冊，pp. 101～118

（単）2009，「 新自由主義的教育改革下の教師の意識―教員政策を中心として―」早稲田大学大学院

教職研究科紀要　創刊号，pp. 63～82

（単）2010，「 教職の変容―『第三の教育改革』を経て―」早稲田大学大学院教職研究科紀要　第 2号　 

pp. 51～82

（単）2010，「 教職の病理現象にどう向き合うか―教育労働論の構築に向けて―」教育社会学研究第

86集　日本教育社会学会編，東洋館，pp. 23～38

（単）2011，「 教育改革は教職をどのように変容させるか？」早稲田大学大学院教職研究科紀要　第



252

3号，pp. 19～46

（単）2011，「 個人化する社会の教師―同僚関係・生徒との関係―」教育学研究ジャーナル第 8号　

中国四国教育学会，pp. 79～83

（共）2012，「 教師と外部専門家との協働に関する一考察―学級担任と外部専門家の『子どものみた

て』の相違から―」早稲田大学大学院教職研究科紀要　第 4号，pp. 107～125

（単）2012，「 教職の変容と展望に関する教育社会学的研究」社会と調査　第 9号，pp. 63～69

（単）2013，「 教師教育改革の課題―『実践的指導力』養成の予測される帰結と大学の役割」教育学

研究日本教育学会編　第 80巻　第 4号，pp. 478～490

（単）2014，「 制度変革期における中学校・高等学校教師の仕事」日本労働研究雑誌　No. 645，

pp. 34～37

（単）2014，「 貧困と社会的排除に関わる調査研究の課題」社会と調査　第 14号，pp. 5～11

（単）2015，「 教員養成の現段階―首相官邸，財務省，財界によるグランドデザイン―」日本教師教

育学会年報　第 24巻，pp. 52～60

（単）2016，「 教員養成の動向と課題―中教審答申第 184号を中心として―」音楽教育学　音楽教育

学会編　46巻　1号，pp. 25～30

（単）2018，「 実践知を創造する」学校教育研究　33巻，pp. 48～60

（単）2018，「 教員養成はどこに向かうのか」関東教育学会　45巻，pp. 46～51

（単）2018，「 教員の勤務実態―現状と課題」労働法律旬報　No. 1925，pp. 7～13

（単）2019，「 教師の多忙化ー教育＜労働＞の観点から」日本教育行政学会年報　No. 45，pp. 182～

185

（単）2021，「 労働過程から多忙問題を考える」人間と教育，pp. 58～65

（単）2022，「 教師の仕事と『働き方改革』の行方―イギリスの事例を参考にして」早稲田大学教職

大学院紀要　第 14号，pp. 15～27

【学会等】

＜所属学会＞

日本教育社会学会（理事）　日本教育学会（理事）　日本教師教育学会（理事，年報編集委員長）

日本社会学会

＜その他＞

日本学術振興会（特別研究員等審査会専門委員，卓越大学院プログラム審査委員）

日本学術会議　連携委員　2017年（23期）～現在

国立大学協会　教員養成・研修WG委員　2017年～2018年

中央教育審議会初中分科会教員養成部会委員　2011年～2015年 2月


